
民
主
戸
田

民
主
戸
田
No.1872

2024年11月10日
発行

日本共産党
戸田市委員会
048-443-8332

市議団ホームページ
QRコード

1 8 7 2 号　日本共産党地域新聞　2024 年 11 月 10 日　　議員団ホームページ　https://www.jcp-toda.net　Eメール　t-kyosan@outlook.jp

1．水道料金値上げ計画は中止すること。
2．円安、物価高騰対策を引き続き実施し、
市民・事業者のくらしや営業を守ること。
3．敬老祝品（商品券）の１万円への増額。
4．小中学校の給食費を無償にすること。
5．マイナ保険証は強制ではないこと、現在、
発行されている紙の健康保険証は期限ま
で利用できることを周知徹底すること。今
後も、資格確認証ではなく、申請なしで保
険証を発行するよう国に申し入れること。
6．高すぎる国民健康保険税のこれ以上の引
き上げは行わず、引き下げを図ること
7．介護保険料を引き下げると共に、介護保
険サービスが低下しないよう事業計画を
立てること。
8．地域交通対策の充実を
①高齢者・障がい者のトコバス料金を無料に、
両周り運行の実施について検討すること。
②これ以上、国際興業バスのバス路線が廃止
されることがないよう、運転手不足の解消
に市としても積極的に取り組むこと。
9．埼京線のホームドア設置、遅延や痴漢対
策の強化をJRに強く申し入れること。
10．地球温暖化対策の強化を
①市はCO2削減計画目標に責任を持ち、先頭
に立ってそれぞれの課題を実行すること。
11．災害対策の強化を
①冠水対策を引き続き実施すること。
②災害時における避難所の整備、トイレや備

蓄品、感染症対策を強化すること
12．開発トラブルから住環境を守るため「ま
ちづくり基本ガイドライン」の制定を。
13．コロナ感染症の経験をふまえ、戸田市
への保健所の再整備を県に要望すること。
14．障害者福祉について
①障がい者の居場所の拡充。放課後等ディ
サービスの課題を把握し、障がい児が安心
して安全に過ごせる場所を支援すること。
②障がい特性による就労場所を増やし、賃金
アップを図ること。また、就労後の余暇の
時間にコニュニティが図れる安全な居場
所を準備すること。
15．子ども食堂や子どもの学習支援が、小
学校区に一つは整備できるよう地域ボラ
ンティアの課題を把握し、柔軟に支援する
こと。市が行う子どもの居場所事業には、
障がいのある子もない子も参加できるよ
う特段の配慮を行うこと。物資の一時保管
場所を設けること。
16．保育行政について
①1、2歳児の入所枠を広げること、保育に
緊急を要する児童については、即時、入所
できるように柔軟に対応すること。
②0、1、2歳児の保育料負担軽減を行うこと。
③民間保育園の保育士確保に特段の力を注ぐ
こと。必要な職種（栄養士等）に手当を。
17．学童保育事業における待機児対策に引
き続き努めること。
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●給料が上がらず、物価だけが上がる。
●学校給食費・義務教育費を無償に。
●発達障害の子どもの居場所を支援して。
●国保税、介護保険料たかすぎ！引き下げて！
●国際興業バスの路線が廃止され不便、トコバスの増便、
逆回り運行を。

●治水対策は待ったなし、早急に。
●自転車道の整備と逆走へのマナーを徹底してほしい。
●歩道の整備と雑草が茂って通行の妨げに、草刈りを。
●保育料が高い、無償化を。
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●戸田市に力を入れてほしいこと
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　2024 年度「市民アンケート」にたくさんの声を
いただき、本当にありがとうございました。
　暮らし向きを問う質問では 6割の方が生活が「き
びしい」「かなりきびしい」と回答するなど、ひっ
迫した声が過去最高の結果となりました。スペース
に限りがありすべてを紹介できませんが、2025 年
度予算要望書へしっかりと反映しました。

2024年度「市民アンケート」

●下笹目住宅 406 号室（1DK）

●市営住宅入居者募集
募集住宅 間取

り 家賃（予定） 個別資格

下笹目住宅
406号室 1DK 19,100〜37,600 1 人以上世帯※高齢者・障害者などのみ入居可
川岸住宅
206・403号室 2DK 10,200〜20,100

2 人以上世帯下前住宅
306・605号室 2LDK 26,100〜51,300

柳原住宅
301号室 3DK 12,700〜24,900

■資格　上記個別資格に加え、次の要件を全て満たす方
①収入が一定額以下（原則として月額 15万 8000 円以下）　② 1年
以上市内在住または在勤で、市民税などを完納している　③住宅
に困窮している　④暴力団員および暴力団関係者ではない

■入居可能日　2025 年 2月 1日（土）
■申込　11月 1日（金）8:00 〜 18 日（月）17:15 必着
■問合　建築住宅課（内線 380）または各福祉センターへ

●福祉センター再編に向けた市民ワークショップ
① 12月 14 日（土）14:00 〜	 新曽福祉センター
② 12月 21 日（土）9:30 〜	 西部福祉センター
③ 12月 21 日（土）14:00 〜	 東部福祉センター
■対象　市内在住・在勤・在学者、各回 20人程度※参加無料、託児あり
■申込　11 月 22 日（金）までに希望の会場、住所、氏名（ふりがな）、年

齢、電話番号、託児希望の場合は子どもの年齢を記入して電子メー
ル（shisan@city.toda.saitama.jp）または電話で

■問合　資産マネジメント推進室（内線 422）

●都市マスタープラン策定にかかる地域別懇談会
　の市民参加者
①下戸田　2025年1月 11 日（土）10:00 〜	　東部福祉センター
②美女木　2025年1月 11 日（土）15:00 〜	　西部福祉センター
③笹　目　2025 年 1月 18 日（土）10:00 〜　笹目コミュニティセンター
	 	 	 	 	 　（コンパル）
④新　曽　2025 年 1月 18 日（土）15:00 〜　新曽福祉センター
⑤上戸田　2025 年 2月 1日（土）10:00 〜	　市役所
■対象　満 18 歳以上（2025 年 4 月 1 日現在）でまちづくりに関心のある

市内在住・在勤・在学者、各地域 5人程度※応募者多数の場合は
抽選

■申込　11 月 14 日（木）までに申込書を郵送、電子メール（tosikei@city.
toda.saitama.jp）または窓口へ持参で

■問合　都市計画課（内線 392）

●市議会モニター
■対象　18歳以上の市内在住・在勤・在学者、15人
■任期　2025 年 2月 6日〜 1年間　
■申込　12 月 6日（金）まで※詳細は市議会HP
■問合　議会事務局（内線 524）

締切11/18締切11/18
お急ぎください！お急ぎください！
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